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瀬川安五郎と荒川鉱山

－収蔵資料「秋成社」の紹介一

渡部綱次郎＊

はじめに

明治12年1879「秋成社」は’二族授旅のために，

開拓，護垂，機業を興すことで結成され，機業場はIﾘj

治14年11881)に県から払下げらｵ'た。以来，「追々 旦Iv

業盛大二趣キ，実二県下機業之一大物産卜Ill成候処｣，

明治17年,1884)遂に現状のままでは，到底これまで

の損失を倣って，亦業を継続していくことはできず，

再建の目途もたたないので，止むなく廃業するの外な

くなってしまった。その一因に瀬111安五郎の|開業の失

敗から，終に物MM代にしての貸滞金が，壱万三拾四円

九厘となり，是は予想外のことで，同人桝業の荒川鉱

山の抵当も，大蔵満を始め其の他の依主にも抵当とな

っていることがあげられる。

そこで「秋成社」ではこれに参加した数百梢の士族

たちの41ﾐ活を維持していくためにも，今!Ⅲ誠に恐ｵ'入

ることながら，「該機業場全部K業施行之侭」返上い

たすべく|頓い出で，明治17年(1884)7ni2日に秋Ill

県令に聞きとどけられるが，その際棚川安五郎に対し

て，抵当としての荒川鉱UJを返金なきIIfは，明治15年

8月15日に貸ｲ､l証文に改めて，六爵抵当として受領す

る約定を取り交していることをふまえて証Itを作成し

た。本稿ではこれらについて

I「杖成社」の結成と瀬川安五郎

Ⅱ賎業場資雌としての荒川鉱lll

として紹介する。

I「秋成社｣の結成と瀬川安五郎

明治12年8月に結成された「秋成社」の街本金は五

万円で，それに〃'1えて結成に参加した|司志の金禄公(.'(

証言によるものであったが，瀬川がどのようにかかわ

ったかについて，『現金出納簿』ill)]iff12年9月8日か

*秋Ⅱ|ﾘ,↓立博物館

ら親13年6月末日まで）によってとりあげる。

（1）元受之部

lﾘj治十二年九月八'’

一金千円湖HI安/f即ヨリ借入分

｜可月一'-－11

－金弐千円M断

’11月十二日

一金三千円m断

同月十三日

一金三千円i:.j:!Ji

同月十四日

一金拾六円三拾銭六厘小l′|ﾐ氏熱ヨリ俳人分

同月十五日

一金hZ万IⅡ］リ,U1:ヨ'ﾉ受取

同月十七日

一金五拾五円六拾五銭霧餓蕊f蕨だ“代二耐
一金拾五円九拾銭’鞭熟恰円売鰯代金二而
一金八拾円五拾銭翻劉糎溌人

′l､以金百五拾弐i'!/..中略）

mn什一日

一金五百上拾Fll'i六拾三銭11K
イ欄戯允赦川安五郎祇預ケ金利f一十二年ﾉL月十
ノLllヨリ同｜･二月ﾅ什一日迄．差引受取収入分

(2)払之部

明論十一菖年九月八''

一金四百弐円五拾銭砿蕊箭蕊嬬百
一金八拾円五拾銭鯉幽施百円抵当富''’
一金四百弐円圧拾銭A蝿助零門抵当綴

小以八百八拾7..I'l/r.姶銭

|ﾘIn;I-二年ﾉLHI一'1

－金三百三円四拾銭離鍋欝零七捻
一金百拾四円八拾銭鮪嬢畿蕊箇四
一金三百九拾じI")じ姶銭総鴎惣閲難捻流1ﾂ
ー金三百円イj尚同断’千円抵当貸付志間泰吉へ渡

金関百弐円丘拾銭綴閣へ羅百円擬当
一金八拾円五拾銭雛鞭渡百円獄当唯
一金'q百弐円流拾銭雛騨へ羅百円慨当

小〃、弐千壱Hiﾉq拾銭

lﾘi論｜･二年九月｜･二11
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渡 祁 綱次郎

一金三百九拾七円五拾銭舗蕊洲蕊零門
古老同断拾円買切代金

一金七円九拾五銭根111忠昭代111m徳蔵へ渡
小以四百五円四拾五銭

明治十二年九月十三日

右ハ金禄公"i証蕎五百円一 金四百弐円五拾銭
貿切代金石井敬蔵渡
右ハ同上六百円買切代金

一金四百八拾三円中川関太郎渡
右ハ同上三百円同断

一金弐百三拾七円町田長秀渡

一金千六百円建密騨繍謹稗頚較龍縄
割弐歩利二而貸付金町Ⅲ長秀外三名渡

一金四百弐円五拾銭鋤繊谷糊'躍雛
一金四拾四円弐拾七銭五厘細瀧蕊蒋識五'‘I
小以三千百六拾九円弐拾七銭五厘

明治+二年九月十四日

一金拾六円三拾銭六厘鶏塑瀧嬢溌九枚
一金弐百三拾九円五拾五銭鋤蕊維溌扇離門

イTハ金禄公俄証諜四百
一金三百弐拾弐円 l工l貿切代金林辰五郎渡

一金弐百四拾九円五拾五銭峨縦諜議三雛
小以金八百三拾七円四拾銭六厘

明治十二年九月十五日
右ハ金禄公債証諜百円叢

一金四拾七円五拾銭人雑用大払ノ為引出

一金八怜四円五拾弐銭五厘細瀧然謝認門
一金七拾弐円四拾五銭胸'､前|司上，九拾円

I｡M代金怯測彦三渡
イ｢ハ前I司上，三拾五円

一金弐拾八円拾七銭五厘7．i切代金峰尾兼儀渡
小 以 金 弐 百 三 拾 弐円六拾五銭

明治十二年九月十六日

右ハ金様公依証i罫七拾
一金五拾六円三拾五銭円借切代金斉藤呈造渡

一金弐百四拾壱円五拾銭鱒職桜謀里溌ト
イiハ金禄公悩証謀五百

一金四百弐円五拾銭円間切金小〆頼信渡
本月八日今追々借入金九千lﾕ1

－金拾九円五拾銭利1.二而，瀬川安五郎渡シ
本月八[I合追々借入元金ニ

ー 金 九 千 円 雨 ，澱川安五郎返弁之分
小以金九千七百拾九円八拾五銭

明治十二年九月十七日

イ1ハ節盤買上代ニテ，
一金九拾八銭本間金之助渡ン

金様公llli証11｝五百円抵当ニ
ー金弐百五拾円シテ州:｣金涌出新一郎渡

イi'､金禄公伏証諜百円買切
一 金七拾九円五拾銭

代金二而，土好虚久治渡
右前同上，四拾円買切

一金三拾壱円八拾銭代金二而，佐藤宇市渡

一金拾六円三拾銭六厘嫌輔職訟幾謡一
イiハ金縁公使証書弐百六拾五

一金百七拾円 円抵当州､1分，松H|永治池

小以金八百四拾八円五拾八銭六Mf後略）

(3)差引残之部

明治十二年九月八日

一金百拾四円五拾銭

明治十二年九月十一日

一金百拾三円拾銭

明治十二年九月十二'’

一金弐千七百七円六拾五銭

明治十二年九月十三日

一金弐千五百三拾八円三拾七銭/,冒匝

明治十二年九ﾉIt四日

一金 千七 百拾 七円弐拾七銭五厘

明治十二年ﾉL月十五日

一金五万千四百八拾四円六拾弐銭五厘

九月十六日

一金四万千七百六拾四円七拾七銭五厘

九月十一上'’

一金四万千三百六拾八円弐拾三銭九厘

（後略）

「秋成社」の結成時におけ-る瀬川安五郎の出資状況

について抜害したが，この部分を『日用帳』(明治12年

9月1日から翌13年6月末日まで）と比較してみる。

(4)日用帳

明治｜･二年九月八日（上記に|則連する部分）

一金千円認識是蛸鶏Ill錘鯉惜趨＃
但現金

一金壱円瀬lⅡ安五郎ケ借入金証文貼用印紙代

B印紙頬

明治1．二年九月十一日

一金弐千円諦巽師輔呼瀞月倒溌裟ﾃ，
(11現金

明端十二年九月十二日

一金三千円季舗鯛＃,縦亨殿ｿ糊,f,蝶節%
IⅡ現金入之分

明治|･二年九月十三日

一余三T円諭襲泌i勝焔需#鎚難歴、
他現金

明端｜･二年九月一卜四日

一命夫n五拾銭索W聯識畷藩
｛｢|・呪金

一金拾六|工'三拾銭六厘羽'11氏然ケ当恥借入金

佃現金

明治十二年九月十五日

一金五万円年三朱之F'川ヲ以テ，県庁封f階御下金

但現金

一金五万七拾円リ,!《庁封州惟抵当トシ，差出之分

("金保公依証諏

一金五拾円五万円借入証‘'Iへ貼jrj印紙

mm業悩

明治｜･二年九月十六日
本月八1-1ケ追々俗人元金ニテ

ー金ノL千円
潮川安/mlIil返弁

iu塊金

一金拾九円五拾銭同断．ノL千門利r二而右|司人jI秘シ

佃HI推f(

－金壱銭殿川安丘郎へ渡，受取証へ貼用日｣紙

(I．,:i|'Lfs

明桁|･二年九月十七日

一術玩百n前1，71断（肌'人株金）羽''三氏熟納

(IIliilM断（金保公i.V証1叩）

一金拾六円三拾銭六厘』I:l'|:氏熟合当雁借入金返却

仙現金

一命拾庇円ﾉL拾銭雛鋤職瀧嫉
仙 現金（後:*
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*llll安丘即と荒川鉱Ill

銀行il輔三砺小Hf燕ｲ;^riH城四瀞第六国立銀行n輔丘勝輔百

Illな銀行江抵当トシテ誰人悩候処，今般前顕之通り聴六滑抵11

トシテ,ft殿へ差入候儀Ill述雌之候，万一借用金返済仕雅候節

ハ.i之抵当I'lN二対シ，魂,‘<研ノ特権ヲ執行致シ，元ｲII金ト

モ御収立"1披下候，北此場合二於テ'､．尚殿之御指図二応シ輔

六舟抵当タルノ義勝ヲ尽シMflll候，依テ借用金証.",差出候処如

件

ヤ,;手県|櫛叶阿抑M刺小路

秋HIﾘi':!櫛秋mm川ﾉ又三丁0七番地寄研

1ﾘ1滴十li年八月十II(ル主槻川安五郎

粁下り,iiHv;p川典lⅢⅢ』．

‘訴人ル上覚兵衛印

WlliMl荊秋Ill桃川反三1.1i

織人淵{川伝助印

秋I戊祉々 jを

非lﾉk氏然殿

伽条之通り相心縛候‘'1：

仙北郁荒Ill鉱111

机当''長

Rffl久右エ門’印

ここに取り上げた『現金出納簿』は,WS13年6Jlイ<II迄記,砿

されており，

元受通訓・七万五千三-百七拾六円弐拾弐銭

払金血i汁七万五千三百七拾六円弐拾弐銭

差リ'W;,ナシ

として，磯業場払下げ（明治17年8月22日）後の，明

治18年2月17日に，また『日用帳』はm年2月19日に

それそれり｢{の調査済になっている。

Ⅱ 機 業場資産としての荒川鉱山

瀬川は明治9年（1877）9月15日に，三千五百五十

五円七|･二銭八厘で|司鉱Illを払下げてほい、ことを，

工部郷(冊藤博文代理工部大輔ilii-c),lf三に懇願，秋｢II県

椎令,mtⅡ英吉代即秋田県上等Hid:白根専一が，

瀬川の願出通りに御間届け下さるよ‘)にと｢Hiniを提出

したのに対し，十月三日付で工部郷iﾉ+雌博文から，「書

面願之趣聞届候」と認可された。

払下げ願いに瀬川が実地を作見して稼業見込を立て

た内容は

一金「．,’《画一上拾四円八拾七銭ﾉL叩

雌は世家)卜脇f'lfl悉皆代(llli)

一金r八百八拾円八拾四銭九厘

仮御‘{‘}.↑『)『'｣､野組稼業中坑夫へIiitt金二M.御*地盤の

分 （略）

合金:r-瓦百五拾五円七拾弐銭八11M

此金a当lﾘl端九年よ1}米るiﾘj流十三年迄/1,ケ年';iを以娠

年’一二']限り上 納 ( 略 ）

とある。これによって開発に粁乎Lた棚川は，一か月

後に噺沢に新鉱脈を発見するなどしてﾉ'1雌をI苛めてい

く。

それは明論十三年(18811十一月から似年の六月迄

の八か月|H1に，征月四菖斤宛を上納することにして定

約し，それにかかわる代金の前漉金として六寓円を受

取ってL、るoハ冒出’|‘1は「三拾弐蔑斤」とさI'てL､た。

第九号瀬川 安 五 郎 証 文

証

一、金壱ﾉﾉ三桁四円九厘但L利息制限之定‘

此返済期限本年九月三+B限りと定典此抵当

f*(H県下皇H後国仙北部荒川付

一、荒川鉱ill州人券が

仙別冊之通り

．、｜！ij鉱IllHAｲ1言雌物悉侍

(1別冊明細蒔ﾉﾆ絵I-IImとmiu

ー、M鉱ill近傍所ｲJill林

(li別冊調詳之aリ

イiハ雌An'人蔵宵へ抵当トシテ熊上i尚，塊_ﾕ解トシテ輔一|叫立

一■bロロ弓

~…一国品.－‘

、
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渡部綱次郎

（1）借区券写

俳塊七百弐拾壱号（朱諜）

仮坑I又冒券

秋111県羽後国仙北郡荒川付

荒Jll鉱Ill椛坂沢千三百坪

字轍沢七千六百坪

百'1石,,<l'i坪

合計銅鉱場九千丘 薗 坪

但坑1人:税五百坪二付金壱lリ

｜司県同国秋Ill眺川I又町三ft!寄制

汁乎県陸中MlVI手郡r1i刺小脇

平氏i-hi川宏/,鷺郎

前ii;之iin当分|ﾊﾆKl淵坑差許候．迫[Ill礎地,IAi検之上+Ⅱ叫之坪

数税納共州定，本証券ト‘ﾉHi'HII,'i;,tiltlif.券坑法二HI,弛シ

役ルI制,〈ヲ不可御者ノ手二渡り候節ハ,meヨリ"I為l充物茜也

I弓部省御用取扱

参議1j}雌博文

lﾘIff;I--y-六月五日

官借第百三拾号（朱書）

仮坑区券

fcfctl叫判後IﾘﾐI仙北肺荒川村官地

荒川鉱li小Iﾐ沢六百坪大正沢六百坪

‘す211蔭沢千ルド湯ノ沢千El典｢坪

アント沢千八面ルド

合計別,1鉱場五千瓦百坪

(II坑Iﾒ言税茄百坪二付金壱I'l朱1;略印）

llli北陥荒川村役場

1"!県同国秋Illlit川反町三丁II寄v/;

v;下県陸中NVifHMi-i*ﾘ小淵

平民瀬川安江郎

前.",之通当分借|ﾒ淵坑差許候，追而実地点検之上棚当之坪数

税額共柵だ，本証券卜引換可|:||渡，北此証券坑法ニキ11記シタル

借lﾒﾐｦ小"I御門ノ手二渡り候節'､,KBヨリ"f為1発物淵也

工部宵御川IK扱

参‘燕仙係lW文

|ﾘl治十一年六月五日

イi之池相違無御唯候也

棚川安E{|!|lilftlH

lﾘIrf;VH年七月

ill康之通り柑遮艇之候也

仙北郡荒川鉱111

担当戸長武ill久ｲiｴi肌’歴、
明治十五年八月十四H

（2）近傍所有山林

‘弛

秋lHﾘ,'下仙北郡荒川村字鰍沢'世播

一、山林』又別五町歩五等

此地価金九円三拾銭

11字同四附

一、mmi又別壱町八反歩丘等

此地価金三円三拾ea錐八噸

－只月一
J五

’11′rMsi

一、IllttI又別火反六畝廿歩

此地価金I"-I拾九銭六厘

I.J字同六番

一、Ill林反別壱j叉五畝歩

此地ii金夫姶七銭九厘

IB*HI-七番

一、Ill林反別壱反三畝拾歩

此地'Ilii金弐拾四銭八厘

IB]#It)八悉

一、::林反別壱Ill]ﾉL反三畝拾歩

Il上地illil金三I'l丘拾九銭六厘

is)*mﾉL爵

一、aimi又別六反六畝廿歩

此地{Ⅲ金壱R弐拾四銭

m*pi十爵

－－，11林反別六畝II歩

此地価金拾弐銭四厘

同 字 H I - 一 番

一、Ill林反別壱畝什歩

此地(ill!金拾五銭

I")′↑：｜,i11．二番

一、mmi又別ノLj又七l畝拾歩

此地(llli金，どI'l八拾,壱銭

同字I"l1一三瀞

一、.!林反別火反壱畝歩

此地(lM金三拾九銭壱厘

(リ′iH1一四番

一、Ill林反別，世Ill]六反歩

此地(96金災円九拾七銭六厘

M字面iw;壱番

一、Ill林反別三BJli反歩

此地dill金，‘くI'l/.-.拾壱銭

m&$リニ勝

一、ill体反別，‘く畝聯

此地価金拾壱銭火厘

五等

五等

江等

瓦等

況等

丘等

瓦等

li']

丘等

丘等

丘等

丘呼

bj--m家ノ内カリシ沢壱砺

一、Hi林l又別ノi以歩允等

此地lilil金ノL拾三銭

1"!字同言勝

一、iliH;I丈別ノli畝歩ノf等

此地価金九銭三噸

1"1ず椛坂一番

一、ill林j又別ノIl又六鰍廿歩／f等

此地(llli金，営i'l上拾ﾉL銭八厘

IB]fli!)二播

一、Ill)*I文別，ど町弐反五畝歩丘等

此地ffl金犬I'l三拾犬銭五厘

m m m 三 吊

一、li体反別犬llli歩丘等

此地If!金三I'lL拾弐銭



瀬川安五郎と荒jll鉱Ill

此地価金八拾四円七拾銭八厘

（朱J略印）仙北郡荒川村役場

イi之Jill相遮無御蛎候也

瀬川安五郎匪。
明治十五年七月

Ilii条Ill林地所相違無之候也

仙北郡荒川村

戸長武111久右ェ門（略印）

同字同匹勝

一、山林反別壱町歩

此地価金壱I'l八拾六銭

同字同五爵

一、山林反別七反歩

此地価金壱円弐拾銭天厘

※六番（欠）－筆者註一

同字同七悉

一、山 林反別三反三畝拾歩

此地価金六拾弐銭

同字同八滑

一、山林反別八反歩

此地価金壱I'il'H拾八銭八厘

※壱番（欠）－兼姉|：一

同字貝場沢二研

一、山林反別七町歩

此地価金拾三円犬銭

同字I可三爵

一、,:,林反別五町八反三畝拾歩

此地価金拾円八拾五銭

同字Ill伏併一貯

一、Ill林反別壱::l|弐反四畝八歩

此地価金弐n九拾八錐弐願

同字同二橘

一、ill林反別壱町八反Ili'4歩

此地価金三II九拾七銭八厘

Kill県下仙北n:稲沢村宇叫:;沢八研

一、山林反別壱町壱hm畝拾弐歩

此地価金壱円八拾九銭九厘

同字｜‘1九冊

一、山林反別壱町八反三畝火歩

此地価金三門三銭九厘

同字間'j､膿六悉

一、山林反別七I又老畝式歩

此地価金壱I1l拾ﾉL銭

同字I'l上併

一、山林反別四反五畝歩

此地価金七拾四銭七厘

同字1-1八爵

一、Ill林反別八反壱畝li-歩

此地価金壱I'l三拾五銭六厘

同字I'1九冊

一、Il｣林反別四ﾉ又八畝拾歩

此地価金八拾銭巽厘

同字hihifr

一、1ll林反別壱瓜江I畝歩

此地価余弐拾四銭九厘

同字liリI-一悉

一、ill林反別四畝Ⅱ．【I:歩

此 地価金八銭

合計反別四拾五町四I又ﾉL雌拾三渉

五等

五等

物建
番
滑
碓
爵
耕
帯
悉
悉
瀞
悉
瀞
播
瀞
爵
瀞
恭
硲
播
番
播
番
爵
番
爵
悉
舟
箭
爵
滑
薪
爵
舟
番
播
齢
播
僻
岳
硲
悉
播
爵

在
壱
弐
三
円
況
六
七
八
九
一
二
三
四
五
六
七
八
九
一
二
三
四
五
六
七
八
九
一
二

現
壱
弐
三
四
八
六
七
八
九
拾
拾
拾
拾
拍
拾
拾
拾
拾
拾
拾
十
十
’
十
ト
ト
ト
ト
ト
拾
十
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ー
ト

弐
二
二
二
二
二
二
二
二
・
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
Ｗ
Ⅶ
四

３
互等

出 張 所 四 拾 三 坪 四 合 五

用所二階造拾六坪

用所三拾坪五台

洗鉱所六拾弐坪

商応二階造四拾九坪七合五

医If用所二拾三坪三合三

巡商詰所壱坪翫合

剥金場三拾三坪

採鉱番削所五坪

炭方用所四坪五合

板庫八拾坪

板即二拾四坪

板庫拾弐坪

土蔵二階造拾七坪五台

土蔵二階造拾六坪三台

土蔵九坪三舎

:樋戯三拾五坪七合五

土蔵二階造五拾坪

板蔵拾八坪

板戯拾六坪三台

製鉱所三十三坪五合

製鉱所三十三坪五合

製鉱所三十三坪五合

製鋼所砿拾四坪五台

手代長屋三十三坪

手代長屋二十/〔坪

手代長屋二十/f坪

職工長屋二十七坪二介五

手代長雌二十七坪

職工長殿拾九坪五合

学校二階造三十坪五台

手代長雌二階造三十三坪

手代長屋二階造五十一坪

職工長雌九坪

手代長峠二｜･ﾉL坪

手代長屍二十ﾉL坪

手代長雌二｜･九坪

手代艮雌二｜･ﾉL坪

手代長駐二十九坪

板蔵江十坪

板蔵七坪五行

水卓二拾壱坪

瓦等

瓦等

互等

三等

四等

丘等

丘等

か
い
γ

片
ニ
マ

戸
丸

丘等

亙等

か
や

合
一
、

ぎ
し

ｒ
と

江等

五等
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… 六十一爵

六十二帝

六十三瀞

六｜･凹恭

六十五滞

六1．六排

六十七榊

六|･･八帝

六｜･九帯

七十榊

七’一一冊

七十二爵

七十三需

七｜･四番

七十江滑

一ヒー'一六爵

七｜･七瀞

七十八滑

七+ﾉL舟

八十冊

八十一瀞

八十二番

八1･三番

八｜･四冊

八’一五榊

八’一六冊

八｜-上附

八’一八冊

八十九番

九十番

九十一計

九十二冊

九十三稀

合計

陳数

屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋

長
長
屋
長
長
長
場
長
屋
長
場
長
場
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
釜
袷
釜
釜
釜
釜
釜

夫
夫
足
足
足
冶
足
夫
金
夫
金

坑
坑
長
人
人
人
鍛
人
長
坑
縄
坑
縄
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼

八十坪五分

八十坪五分

十二坪瓦分

八十坪五分

三十坪

三十九坪

二十七坪

二｜･八坪五分

七坪E分

二｜･'ﾉL1坪

五-'一二坪（分

二十六j:、ド二分江

二一|･四坪

三-'一釜（ママ）

三一|･坪

弐拾三坪三分

四拾三坪三分

三十三坪三分

五一|･万坪五分

四十万坪五分

三トヒ坪天分

五｜･五坪五分

五十li.坪五分

五-'一五坪五分

五十五坪五分

五-'一f,:坪五分

五-IE坪派分

五一卜五坪五分

五十五坪五分

五一|･流坪五分

五｜･五坪五分

万ト圧坪五分

八一|･坪○五分

鍵
蕊蕊簿蕊霧蕊認悪蕊 ﾛ･-畠÷･P?識P鑑鍛禽贈

懲鳶
…裳#蕊.＃一・一一・・一一青.:慕崇言 奄

将
封
即
：
§
零
晶
識

ま

零 や
“
霜
務

『

蕊 蕊
,.-蜜,

子幹型

巽
賎

尋

竃 泌轄

~蕊簿……蝿驚漣魂f密零蕊溌癖…騨蟹

四-'一三番

四十四番

四-'一五群

四十六薪

四十七番

四-'一八番

四十九番

五十番

五十一瀞

五一|･二瀞

五-'一三爵

五十四番

五’一万瀞

五一|･･六番

五十七番

五-'一八悉

五十九 番

六一|・番

水車二十三坪

火薬土 蔵壱坪五合

製鉱所三-'一三坪/,'.分

製鉱所三-'一三坪五分

製鉱所三十三坪五分

11虻坑夫鍛冶場六坪

職工長屋八一|･七坪

職工長屋二十九坪七分瓦

職工長屋四-'一九坪二分五

職工長屋四-'一二坪

坑夫長屋六十三坪

職工長屋二十八坪

鍛冶場十坪

坑夫長屋五十六坪

坑夫長屋二十八坪五分

坑夫長屋八一|･坪五分

坑夫長 屋八十坪五分

坑 夫長屋八十坪五分

九拾三棟

此il!坪三千四百七拾四坪七分ハ

イi二州付有之屈['in及諸器械

柵五百弐拾八畳

戸七百八拾弐枚

陣T-T-三拾九枚

慨八拾枚

‘暁鉱拾百六拾九釜但器械一式添

素吹床六人仏但器械一式添

形銅跡床六人仏但前同断

洗帥所{･I堀器壱式帆西洋台付大一洗帥所{･I堀器壱式帆西洋台付大秤批仙悉侍

-illilI,'.器械悉皆但大方雌I'方儀以ドI-八品

一坑内州繋器械悉皆但大破裂器械以下五十六茄

以上

イf之皿州進無御l蛎候''1．

IﾘifeI-五年七月糊Ill安五郎印

前条と加州速無之候也
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瀬川安五郎と荒川鉱||I

仙北#B荒川鉱山

狐当戸長戯111久イiｴ|ⅢI印

明治十五年八月十四日

（4）証文と約定証

借用金溌押添証文

歴到
一金千百弐円三銭犬厘也

金四百七拾六円三拾五銭也織難餓燃蝋雌
内証文改41州1j二柵ル利｣竪金

金六百弐拾庇円六拾八銭弐厘也矧樫|糖W荏背
三1--11迄之利子積算高

右借用仕候処突正也，然ル上ハ明端十六年以後院川II三市

向鉱山稼業利統金ヲ以テ，一般債主様平等年賦削介ニテ返納

可仕候．為縫証如件

Jillil安五郎代人

｜御秋Ill郡川反三rn七冊｣山

明論｜･江年｜･二j1HiH

f↑主櫛ill伝肋印

同地寄倒

保証人桐野興栄印

秋成祉々長

参lｲﾉﾋ氏熟殿

添 約 定証

匝
諦tヨリ借用金壱万三拾四円九厘二対シ，荒川鉱Ill借区券

写，同鉱Ill現在逮物悉皆,I司鉱Ill近傍所府Ill林トモ六番抵当

トシテ差入候所，右ハ御社之御都合二I劇リ他江抵当トシテ御

差入相成，且六然抵当之義務ヲ可尽之場合二於テ，返金及兼

候節'､，「1本坑法館二十四条ニ依り，荒川鉱推ヲ縦波可巾，

尤未納金高皆済之上ハ，該鉱Ill鉱業速二御指咲シi'l純下表ト

モ御照会之趣ﾉ侭知致候，右M方へ御差入ｲⅡ成候トモ，於拙者

二IP異論無之候，依テ為後証添約定抑一札/ill件

明治-|･五年八月十一日

借主 瀬川安/f即Ill

証 人井上覚兵術印

同瀬川徳助印

秋成社々長

小l生氏熟殿

前11;公認候t.

明治十七年八月廿二日

秋Ill県令赤｣II抵助代川

秋|Il喋少普記官啓我部過失I洞

約定証

一金壱万三拾四円九厘拝借証文壱通

仙此抵当当荒川鉱Ill及上諾地物Ill林共各調書添

一添約定証壱通

If惜金返納見込副証文壱通

イi之1社ヨリ拝借仕候処，柑遮砿之候，然ル処今般間社

ヨリイ.fcill文之侭，秋Ill県へ御脂川披成候二付，該証文記fe

之元利倫及上，右二属スルー切之義勝ハ，総シテ秋in県二対

ｼ,it-i'E二任ｽﾍｷ旨御照会之趣旗知候,右ﾊ秋田県之御郁

合二依り，先証文之侭御保存被下候共，又ハ更二相改候共，

伽l雄図ﾆ依り如何様共取計,右金額ハ御約定之通,秋Ill県へ

返M仕為後証一札如件

｜ﾘ1満十七年七月廿四日

瀬川安五郎印

川上覚兵衛印

測川徳助印

秋j戊礼を長

オ易l生氏熟殿

これらについて羽生氏熟は，肌に対して明治16年2

月13日付で進言している。

おわりに

「秋成社」の結成にあたっては，同志|日士族の所有

していた金禄公債証書を募集しながら，就産資金貸与

五万円および官有地荒れ地の予約開墾払い下げを請願

して許I'lされたものであるが，本稿ではそれにかかｵつ

ったi加川安五郎と荒川鉱Ill街産について資料紹介した。

この中でIで取りあげた資料『現金出納簿』と『日

用'帳』には，金禄公債証書の様子が明細に記されてい

る。『本社指令綴』に

「秋成社規則第四章第II-四条二，株券ハ社長ノ承認

ヲ経ルー於テハ，質入書入スルコトヲ許ストアリ。

而シテ本社ハ株金トシテ差入レタル公債証書ヲ政府

エ抵当トシテ，ソノ資金ヲ借受ケタルヲ以テ，株金

領収ノ証トシテ株主へ交附シタル株券ヲ他二質入書

入トナスコトヲ承諾スルトキハ，本社ハニ重抵当ヲ

許スモノ、如ク云々（後Ill」

とあるように，金禄公債証書の経即は，秋成社の損続

を負Hiする責任あるものだけに，『金禄公債利金受取

帳』などと照合して考究すべきと思われる。
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q選鉱場跡（

霊忠熟
率

語零］

‐
にお&-無~蝉訟謹

入&

蹴沢よt)仰突し
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